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遺 構 図 版 編 凡 例

1.本書は、『更埴条里遺跡・屋代遺跡群―縄文時代編―』の遺構図版編である。
1.図類 (以下遺構図版)に は『図版』を付け、通 し番号を付 した。
1.遺構実測図について
1)遺構図版の名称・縮尺と掲載目的
調査地区設定図 1:2000 調査面毎に全調査範囲を網羅 し、調査方法を示す。
遺構分布図 1:500 調査面毎に連続する遺構密集部分を示す。
遺構割付図 1:120 調査面毎に遺構密集部分を選択 して掲載 し、各遺構の関係を示す。
遺構個別図 1:60 個別遺構の状況 (原則として SF・ SQ以外。ただし例外あり)。

1:40 個別遺構の状況 (原則として SF・ SQ。 ただし例外あり)。
1:30 特定の部分の拡大図 (埋甕・炉など)。

2)上記の図版は、検出面毎に、調査地区設定図、遺構分布図、遺構割付図、遺構個別図の順に掲載
した。各図版は全て調査地区南側から北側へ向けて作成 している。

3)遺構個別図の表現方法
・遺構個別図には完掘図・遺物分布図・掘方図 (敷石住居の場合は石下図)の順に掲載 し、床面
遺物は基本的に遺構完掘図に含めた。

・入口が特定できない遺構に関しては北を上方向とした。

・土器・石器番号は『遺物図版』の遺物番号と照合する。

・骨番号は『本文』第 9章第 6節表100の台帳番号に照合するが種不明の場合は、表のみ削除した。
・炭化材 (図版中 「樹」と表記)番号は『本文』第 9章第 4節の鑑定番号に照合する。
・遺構個別図中に、必要に応 じて遺物図を掲載することがあるが、その場合の縮尺は基本的に

『遺物図版』掲載図の 1/4である。ただし剥片石器のみは1/2と した。

・遺構図のスクリーントーンは右下のように用いた。これ以外の場合は図中に個別に凡例を示 し

た。
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図版 1 地区設定図
図版 2 基本土層図(1)
図版 3 基本土層図(2)
図版4 XⅧ～XV層調査地区設定図、XⅥ層這構分布図
図版 5 XV層検出遺構分布図 (屋代遺跡群⑤・⑥区)
図版 6 XⅣ -3層検出遺構分布図 (⑤ O⑥区)

図版 7 XV層、XⅣ-3層検出遺構個別図 (⑤区)
図版 8 XⅣ層、XⅢ層調査地区設定図
図版 9 XⅣ-102層検出遺構分布図 (⑤・⑥区)

図版10 XⅣ-102層集落遺構割付図 1(⑤b・ ⑥b区 )

図版1l XⅣ-102層集落遺構害1付図 2(⑤b区 )

図版12 XⅣ-102層集落遺構害J付図 3(⑥a区)

図版13 XⅣ-102層集落遺構割付図4(⑥b区 )

図版14 XⅣ-102層集落遺構割付図 5(⑤b・ ⑥b区 )

図版15 XⅣ-102層検出竪穴建物跡個別図 1(⑤b区)

図版16 XⅣ-102層検出竪穴建物跡個別図2(⑤b区 )

図版17 XⅣ-102層検出竪穴建物跡個別図 3(⑤b区 )

図版18 XⅣ-102層検出竪穴建物跡個別図4(⑤b区 )

図版19 XⅣ -1・ 2層検出竪穴建物跡個別図 5(⑤b区 )

図版20 XⅣ-102層検出竪穴建物跡個別図 6(⑥a区)

図版21 XⅣ-102層検出竪穴建物跡個別図7(⑥a区)

図版22 XⅣ-102層検出竪穴建物跡個別図8(⑥b区)

図版23 XⅣ -1・ 2層検出竪穴建物跡個別図 9(⑥b区 )

図版24 XⅣ-102層検出竪穴建物跡個別図10(⑥b区 )

図版25 XⅣ-102層検出竪穴建物跡個別図11(⑥b区 )

図版26 XⅣ-102層検出竪穴建物跡個別図12(⑥b区 )

図版27 XⅣ-102層検出竪穴建物跡個別図13(⑥b区 )

図版28 XⅣ・ 102層検出土坑個別図 (⑤・⑥区)

図版29 XⅣ二102層検出焼土跡個別図 (⑤・⑥区)

図版30 XⅣ-102層検出遺物集中個別図 1(⑥a区)

図版31 XⅣ-102層検出遺物集中個別図2(⑥a区)

図版32 XⅢ層検出遺構分布図 (⑤・⑥区)

図版33 XⅢ層検出遺構個別図 (⑤・⑥区)

図版34 XⅡ _2層調査地区設定図 (①～⑥区)

図版35 XⅡ -2層下面検出遺構分布図 1(④ a～dOfOg区 )

図版36 XⅡ -2層下面検出遺構分布図2(④fO g・ ⑤～⑥区)

図版37 XⅡ -2層上面検出遺構分布図 1(④cOfO g・ ⑤・⑥

a区)

図版38 X耳 -2層下面集落遺構割付図 1(④ a区)

図版39 XⅡ -2層下面集落遺構割付図 2(④d区)

図版40 XⅡ -2層下面集落遺構割付図 3(④f・ ⑤a区)

図版41 XⅡ -2層下面集落遺構割付図4(⑤a区)

図版42 XⅡ -2層下面集落遺構割付図 5(④c区 )

図版43 XⅡ -2層下面集落遺構割付図6(④gO ⑤b区)

図版44 XⅡ -2層下面集落遺構割付図7(⑤b区 )

図版45 XⅡ -2層下面集落遺構割付図8(⑤b区 )

図版46 XⅡ -2層下面集落遺構割付図 9(⑤b区 )

図版47 XⅡ…2層下面集落遺構割付図10(⑤b・ ⑥b区)

図版48 XⅡ -2層下面集落遺構割付図11(⑤bO ⑥b区)

図版49 XⅡ -2層下面集落遺構割付図12(⑤aO ⑥区)

図版50 XⅡ -2層下面集落遺構割付図13(⑥区)
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図版53 XⅡ -2層上面集落遺構割付図3(⑥a区)

図版54 XⅡ _2層上面集落遺構割付図4(④g・ ⑤b区 )

図版55 XⅡ -2層上面集落遺構割付図 5(⑤b区)

図版56 XⅡ -2層検出竪穴建物跡個別図 1(⑤ b区 )

図版57 XⅡ -2層検出竪穴建物跡個別図 2(⑤b区 )

図版58 XⅡ -2層検出竪穴建物跡個別図3(⑤b区 )

図版59 XⅡ -2層検出竪穴建物跡個別図4(⑤b区 )

図版60 XⅡ -2層検出竪穴建物跡個別図 5(⑤b区 )
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図版152Ⅸ層検出遺構個別図 1(更埴条里遺跡 I区焼土跡、屋

代遺跡群②iO ⑤b区土坑・焼土跡)

図版153Ⅸ層上面調査地区設定図 (A～K区)

図版154Ⅷ層調査地区設定図 1(A～K区)
図版155Ⅷ層調査地区設定図 2(①～⑥区)(Ⅶ層を含む)

図版156Ⅸ層上面検出遺構分布図 1(A区 )
図版157Ⅸ層上面検出遺構分布図2(A～B区 )
図版158Ⅸ層上面検出遺構分布図3(C区 )

図版159Ⅸ層上面検出遺構分布図4(D区 )
図版160Ⅸ層上面検出遺構分布図5(E区 )

図版161Ⅸ層上面検出遺構分布図6(F区 )

図版162Ⅸ層上面検出遺構分布図7(G区 )
図版163Ⅸ層上面検出遺構分布図8(H区 )
図版164Ⅸ層上面検出遺構分布図 9(I区 )

図版165Ⅸ層上面検出遺構分布図10(」区)

図版166Ⅸ層上面検出遺構分布図11(K区 )

図版167Ⅷ層検出遺構分布図 1(F区 )

図版168Ⅷ層検出遺構分布図2(H区 )
図版169Ⅷ層検出遺構分布図 3(I区 )

図版170Ⅷ層検出遺構分布図4(J区)

図版171Ⅷ層検出遺構分布図5(K区 )
図版172Ⅷ層検出遺構分布図 6(⑤a～⑥a区)

図版173Ⅷ層集落遺構割付図 1(⑤ a・ ⑥a区)

図版174Ⅷ層集落遺構割付図2(⑤a区)

図版175Ⅸ層上面検出遺構個別図 1(掘立柱建物跡)(E区 )

図版176Ⅸ層上面検出遺構個別図2(掘立柱建物跡)(E区 )

図版177Ⅸ層上面検出遺構個別図3(掘立柱建物跡)(EOH
区)

図版178Ⅸ層上面検出遺構個別図 4(掘立柱建物跡 0土坑)
(A・ COE・ 」区)

図版179Ⅸ層上面検出遺構個別図 5(掘立柱建物跡・土坑)
(AOC～ E・ GOK区)

図版180Ⅸ層上面検出遺構個別図6(焼土跡・遺物集中・不明

遺構)(A・ 」・ I区)・ Ⅷ層検出遺構個別図 1(更埴
条里遺跡土坑・屋代遺跡群竪穴状遺構)(F・ ⑤a区 )

図版181Ⅷ層検出遺構個別図 2(更埴条里遺跡土坑・焼土跡、

屋代遺跡群竪穴状遺構 0土坑)(H・ I・ ②fe ⑤a区)

図版182Ⅷ層検出遺構個別図3(遺物集中)(F・ 」OK区)

図版183Ⅶ層検出遺構分布図 1(② f区 )
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1。 mⅢ層 トレンチ設定図 (屋代遺跡群⑥b区 )

台石出土地点

3。 屋代遺跡群⑥ b区調査区検出遺構

5m

SF9143

暗灰黄色  シル ト 焼土粒混入、炭化物粒少混入

2。 到 層 トレンチ設定図 (屋代遺跡群⑤～⑥区)

レ ンチ
ヽ

4。 W層 調査地区設定図 (屋代遺跡群④～⑥区)
ヽ

□

囲

目

本調査範囲

調査員若干
名による平
面精査範囲
重機による
掘削、断面
観察範囲

⑤a区深堀
リトレンチ

XVⅢ～XV層調査区設定図、XVI層遺構分布図
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図版 7

A/

A 350,0 χ
一

0                    11n

S F 5204

1.にぶい赤褐 (5YR3/4)火 床下部の変色
2.にぶい黄褐 (10YR4/3)焼 土、炭化物多、

焼骨微混入、灰上部に堆積

3.赤 褐 (5Y4/6)し まり強、火床
4.火床下部の変色

S F5211

1.にぶい赤褐 (5Y4/4)し まり強、火床.
灰微混入

2.火床下部の変色

A 350.8

m

SK5935

1。 暗 褐 (10YR3/3)砂 質。炭化物粒、
焼土粒少混入

SK5938

1.暗 褐 (10YR3/3)砂 質
2。 焼 土 (SF5213)炭 化物片混入
3。 暗 褐 (10YR3/3)細 砂混入。
炭化物、焼土粒、焼骨片混入

4.暗 褐 (10YR3/3)粘 性、しまり
やや有。炭化物、焼骨片少混入

S F 5214

1。 焼 土 火床。上部に灰、焼骨片
2.暗 褐 (10YR3/3)粘性、しまり

やや有。焼土、炭化物粒、

焼骨片混入
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1。 にぶい黄褐 (10YR4/3)シ ル ト.粘性有、
焼土ブロック、灰、焼骨片混入

2.灰の堆積     3.焼  土
4。 暗赤褐 (5YR3/2)シ ル ト.粘性有、

焼土粒混入

5。 暗 褐 (10YR3/4)シ ル ト。粘性有、
焼土ブロック微混入
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XV層、XIV-3層 検出遺構個別図 (屋代遺跡群⑤ b区 )
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1.XIV層  調査区設定図
(屋代遺跡群④～⑥区)

2.畑層 調査区設定図
(更埴条里遺跡」地区～屋代遺跡群⑥区)
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13.灰黄褐 (10YR4/2)砂 質土、マンガン集積しグライ化

するなど検出困難

14.5層 に類似し、しまりさらに強
15。 14に炭化物混入   16.XIV-lc層 に類似、一部周堤か ?

S B5402

1.にぶい黄褐 (10YR4/3)粘性、しまり有。粘土ブロック少混入
2.灰黄褐 (10YR4/2)粘 性有、しまり1層 より弱。焼土粒微混入
3.にぶい黄褐 (10YR4/3)粘 性、しまり弱。砂質土と

粘性土がブロック状に混在

床 XⅣ -3層 との層裏面を床とし、硬くしまっている。

F    F′

縣
S B 5401

1.畑 -3層
2.Ⅲ V-la上 層 本来のXⅣ -la層 に比ベシル ト質
3。  XIV-la層 4.XIV-lb層

5。 暗灰黄褐 (2.5Y4/2)砂 質シル ト。粘性弱、しまり有。下部に

炭化物集中有

6。 床面炭化物層

7。 暗灰黄褐 (2.5Y4/2)粘 性やや有、しまり強。硬くしまる

8。 黒 褐 (2.5Y4/2)粘 性、しまり有

9。 極暗赤褐 (5YR2/3)火 床

10。 暗褐土、灰褐土ブロック混在、焼土混入。しまり強

H。 焼 ±     12.掘 方
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XIV二 102層検出竪穴建物跡個別図 1(屋代遺跡群⑤ b区 )
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1.暗 褐 (10YR3/4)砂 質
2.暗 褐 (10YR3/3)砂 質。 1に比べやや腐植化、

酸化鉄分ブロック混入

3.褐  (10YR4/4)シル ト。粘性有、炭化物粒混入
4。 褐  (10YR4/4)3層 に砂と炭化物粒混入
5。 にぶい黄褐 (10YR4/3)シ ル ト。粘性弱、炭化物微混入、

酸化鉄分の集積有

6.暗 褐 (10YR3/4)砂 質土。炭化物ブロック多混入
7。 にぶい黄褐 (10YR4/3)シ ル ト。しまり有、炭化物粒微混入

8。 暗 褐 (10YR3/3)砂 質シル ト。炭化物ブロック多混入
9。 黒 褐 (10YR3/2)粘 性強。焼土、炭化物粒微混入
10。 焼 土
H。 暗 褐 (10YR3/4)粘 性、しまり強
12。 暗オリーブ褐 (2.5Y3/3)シ ル ト。下部に酸化鉄分集積

13。 赤 褐 (5YR4/6)火 床
14.にぶい黄褐 (10YR5/3)粘性やや有、しまり強。
15。 焼 土
16 暗 褐 (10YR3/3)シ ル ト。炭化物ブロック混入
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XIV-1 2層検出竪穴建物跡個別図 2(屋代遺跡群⑤ b区 )
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A 351.0

1.にぶい黄褐 (10YR5/3)粘 性弱、しまり強。褐灰土多混入

2。  褐  (10YR4/4)シ ル ト質細砂   3.一
4.XIV-2層 に類似、炭化物少混入

5。 灰黄褐 (10YR4/2)砂 質、酸化鉄分集積有

6。 褐  (10YR4/4)XIV-2層 に類似する砂

7.にぶい黄褐 (10YR4/3)し まり強。層理間に砂を混ぜ蓼化

S B5408

1.畑 層
2.灰黄褐 (10YR4/2)グ ライ化激しい。炭化物少混入

3.4.灰黄褐 (10YR4/2)2層 よりやや粘性有
5。 にぶい黄褐 (10YR4/3)シ ル トに黄褐砂を混ぜ硬化

6.黒  褐 (2.5Y3/1)粘 性弱、しまり
やや有。炭化物粒微混入 (南壁際のみ)

7.オ リーブ黒 (7.5Y3/1)粘 性弱、
しまり有。 6よ り砂質、

炭化物粒微混入

S B 5411

1.暗オリーブ褐 (2.5Y3/3)砂 質。
粘性弱、しまりやや有、

炭化物、焼土粒少混入

2。 1よ り砂減。炭化物粒少、焼土微、

部分的に粘土ブロック混入

3.色調同上。XIV-lc層 中の粗砂多混入、
炭化物粒微混入

4.黄 灰 (2.5Y4/1))Ⅳ 層上面に砂を
混ぜ硬化.炭化物粒微混入
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1。 褐 (10YR4/4)砂 質シルト.

灰褐土ブロック多混入     生
2.暗 褐 (10YR3/4)1層 より粘性、
しまり有.酸化鉄分集積多

3.2よ り砂質で、粘性弱.しまり強
4。 暗 褐 (10YR3/3)砂 質.粘性tし まり有
5。 一 掘方
6。 灰黄褐 (10YR4/2)し まり強

第 1床面検出ピット

D_350.5

P2         Pl

G_350。 5

P5

B  350。 2

A 351.0

0                1m

χ
一

Ｄ
一

Ｐ３ Ｐ４　　　嚇

χ
一

←亀105%特

:3( 1     1:|

1枷:惨
榔

SB5412 b

(第 2床面)

樹は樹種同定番号

No10不 明=116

Cは C14源 J定番号。

浄 pP高

206

卜 ⑩争貶0
L◎ P22 ミ6
‐~＼
、    そ

照
＼/珊
9ヽ

Ｇ
一

XIV-1 2層検出竪穴建物跡個別図 4(屋代遺跡群⑤ b区 )

0            2m



1 350。 5

P7

L350.5

Pll

O_350.5

P14

L′  M M′ N

Ｊ
一

Ｊ
一

ゴ
一

図版 19

A/

Ｐ

一

〇

一 P′  Q

■350.5ゴ L  至′■

P18     P19

SB5412 b 床面上遺物分布

1。 暗オリーブ褐 (2.5Y3/3)シ ル ト。

粘性、しまり有

2.褐  (10YR4/4)砂質シル ト。
XIV-lc層 に類似し、部分的

に硬い。炭化物粒少混入

3.褐  (10YR4/4)シルト質砂。
粘性弱、しまりやや有

炭化物層 炭化物・灰に焼土少混入
にぶい黄褐 (10YR4/3)し まり強。  生
W層 上面を砂で固めている

色調同上 シルト.粘性、しまり有
6に灰を多混入

灰 層  焼土微混入
暗赤褐 (5YR3/3)火 床

暗 褐 (10YR3/3)炭 化物と灰の層
にぶい赤褐 (5YR4/4)焼 土

黒 褐 (5YR3/1)焼 ±  13。 一
褐 (10YR`1/4)粘 性、しまり有c

褐 (10YR/1/Zl)上 部堅固.焼土少混入

にぶい黄褐 (10YR4/3)粘 性やや有、

しまり強[褐灰土ブロック混入

褐 (10YR4/4)細 砂]粘性弱、しまり有

にぶい黄褐 (10YR4/3)粘 性、しまり有c

褐灰土ブロック少混入

19.―

20.15層 に類似するが、焼土含まず

21.炭化物層
22.黒 (10YR2/1)炭 化物粒
23。 にぶい赤褐 (5YR4/4)

硬くしまつた火床

2`1。 暗赤褐 (5YR3/4)焼 土

25。 灰黄褐 (10YR4/2)硬 くしまる.

にぶい黄褐土ブロック混入

A 351.0

26。 暗 褐 (10YR3/3)粘 性有、しまり弱.炭化物、焼土粒微混入
27.に ぶい黄褐 (10YR4/3)粘 性有.マ ンガン集積

黒 褐 (2.5Y3/2)粘 性有、しまり強.
褐 (10YR4/4)粘性やや有、しまり弱

灰黄褐 (10YR4/2)砂 質シル ト.粘性、しまりやや有。 炭化物
粒少、焼土微混入

28。

29。

30。
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第 3床面
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第 2床面
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SQ 7004

1。 灰黄褐 (10YR4/2)XⅣ -la層土と混在、炭化物粒微混入

2.1層 に比べ炭化物、焼土など多混入.特に下部に焼土
S B 7501

1.砂
2.灰黄褐 (10YR4/2)シ ル ト。炭化物多混入
3.オ リーブ褐 (2.5Y4/3)粘 性有、しまり弱。炭化物粒微混入
4。 オリーブ褐 (2.5Y4/1)粘 性弱、しまり有。炭化物粒微混入

5。 オリーブ褐 (2.5Y4/1)シ ル トと砂混在。粘性弱、しまり有、

炭化物粒微混入

6。 5に比べさらにしまりが強くなる    7.炭 化物層
8.6に類似し、6と の境に貼床と炭化物層
9。 炭化物層     H。 貼 床     12。 焼 土
13.XⅣ -lb層、lc層に比べ明るい。
14。 灰 (5Y4/1)シルト。粘性有、しまり弱。炭化物粒多混入
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■ 350.0 ゴ

洟 《ミ

S B 7503

1。 オリーブ褐 (2.5Y4/6)シル トと細砂。粘性、しまりやや有。

炭化物粒微混入

2.1層に比べ粘性弱く、しまり強.
3。 しまりさらに強くなる。炭化物粒微混入

4。 オリーブ褐 (2.5Y4/1)シ ル トと細砂混在。粘性弱、しまり強、

炭化物微混入

5。 4層 よりもしまり強。炭化物微混入
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XIV-1・ 2層検出竪穴建物跡個別図 6(屋代遺跡群⑥ a区)
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SB9008

十K06
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SQ7003

1.灰オリーブ (7.5YR4/2)シ ル ト。粘性弱、しまり有。炭化物ブロック多、焼土粒、灰混入
2.灰 オリーブ～オリーブ灰 (5Y5/2～ 10YR4/2)]5に lb層に類似
3.灰 オリーブ (7.5Y4/2)1層 より炭化物多混入、焼土粒多混入
4。 3層 に類似し、底部に焼土面を形成。灰、焼骨混入

5。 灰オリーブ (7.5Y4/2)粘 性、しまり有。炭化物極多混入、焼土粒、焼骨、灰混入

6.灰 オリーブ (7.5Y4/2)測ゾーlb層 に炭化物や焼土粒多混入

S B 7502

1。 刈√-lb層 2.灰  (7.5Y4/1)粘性有、しまり有.炭化物粒混入
3.灰 ～灰オリーブ (7.5Y4/1～ 4/2)粘性弱、しまり有。炭化物粒微混入
4.灰  (7.5Y4/1)1層 よりしまり弱く、炭化物が減少
5。 灰～灰オリーブ (7.5Y4/1～ 4/2)粘性弱、しまり有
6.5に 類似し、炭化物粒微混入
8。 焼 土 床土と混在

7:オ リーブ黒 (5Y3/1)炭 化物粒、焼土粒混入
9。 赤 褐 (5YR4/6)焼土

10。 灰～灰オリーブ (7.5Y4/1～ 4/2)シ ル ト

H。 灰オリーブ (5Y5/2～4/2)粘性弱、しまり強

12.灰 オリーブ (5Y4/2)シ ル ト.粘性有、しまり弱.炭化物粒微混入
13.灰 ～灰オリーブ (7.5Y5/2～ 4/2)細 砂。シル ト微混入、粘性弱、しまり有。炭化物粒混入

14.刈 /-lc層 類似 15。 灰オリーブ  炭化物粒微混入、小礫多混入
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1。 XIV-lb層 の流れ込み

2。 XIV-lc層 に炭化物粒を混入

3.焼 土
4.層理面に細砂を混ぜ固めている
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S B 9009

1.暗灰黄 (2.5Y4/2)XIII-3層 対応。シル ト。炭化物等混入皆無
2.黒 褐 (2.5Y3/1)XIV-la層 対応。炭化物等混入皆無
3.黒 褐 (2.5Y3/2)シ ル ト。しまりやや弱、炭化物多混入
4.5層 よりやや明るい、黒褐土、褐灰土ブロック混入
5。 黒 褐 (2.5Y3/2)シ ル ト。しまり強。炭化物微混入
6。 5層 よりやや暗く、黒褐土ブロック多混入

7。 黒 褐 (2.5Y3/1)シ ル ト。しまりやや弱、 5層より黒い
8.黒  褐 (2.5Y3/2)5層 類似。しまりやや弱、炭化物混入
9。 焼 土

10.灰  (5Y4/1)焼土粒微混入
H。 赤 褐 (5YR4/6)焼 土.灰混入
12.黒  褐 (2.5Y3/2)シ ル ト 炭化物微混入
13.刈Ⅲ lc層 に類似
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9。 灰  (5Y4/1)焼 土、炭化物、灰微混入
10。 灰 白 (5Y7/2)灰 層
H。 灰 白 (5Y7/2)灰 、炭化物片、焼土粒混入
12.赤  褐 (5YR4/6)焼 土
13。 黒 褐 (5YR3/1)焼 土、炭化物片混入
14.灰  (5Y4/1)シ ル ト
15。 砂質土  炭化物多混入
P6。 7 小礫充填

降 ギ 単 _JmSB9010

1.黒 褐 (2.5Y3/2)砂 質
2.1層 に比ベシル ト質になり暗褐色に近い
3。 黒 褐 (2.5Y3/2)シ ル ト.しまり有、炭化物多、焼土混入
4.黒 褐 (2.5Y3/1)シ ル ト.しまり弱、炭化物多、焼土混入
5。 黒 褐 (2.5Y3/2)4よ り明るい.炭化物多、焼土混入
6.黒 褐 (2.5Y3/2)砂 質.炭化物微混入
7.焼 土
8。 オリーブ黒 (5Y3/2)焼 土粒混入
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1.XIV-la層 に類似.炭化物片多混入

2.刈■ lb層に有機物多混入
3。 刈/-lb層 土とlc層土混在、細砂混入

4.細砂。しまり有.上部に炭化物混入

5。 細砂. しまり弱.

6。 シルト.上部ほどしまり弱
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7.焼 土 8。 硬化した焼土
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A351.8 ST5103b
周溝

SB5341 炉

炉5層下面石廃棄状況 (含土器)

※ただし土器3と 7は2層 中

A351.6

SB5341 埋甕
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Q
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0     (1:30)     lm

SB5341

1.暗褐色 (10YR3/4)焼± 1%、 炭化物10%
2.暗褐色 (10YR3/4)1層との層理面に焼土集中、
焼± 10%、 XH-3層のプロックlo%、 炭化物5%、
樹24

3.暗褐色 (10YR3/3)粘性有。2層との層理面に焼
土、炭化物、炭化物20%
4.灰黄褐色 (10YR4/2)粘性高、しまり強、粘土状
測 I-3層プロック10%
5。 にぶい黄褐色 (10YR4/3)φ 2～5cmの炭化物含
む、焼±5%
6.にぶい黄褐色 (10YR4/3)5層 に同じ
7.粘性有、XH-3層に類似。上面が上床、下面が下
床
8.掘方、XH-3層より若干くすむ

ドヽ
7S13P62

0     (1:60)     2m

ぬ
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SB5341 炉
1.に ぶい黄褐色 (10YR4/3)粘性強。炭化物30%、 褐色プロック20%
2.黒褐色 (10YR3/2)炭化物3%。 樹22023
3.褐色 (10YR4/6)粘性あまり無 し、 しまりかなり強い
4.黒褐色 (10YR3/2)粘性有、 しまり強
5.暗褐色 (10YR3/4)し まり強。XH-3層に類似
6。 暗褐色 (10YR3/4)炭化物20%
7.炭化物層。大型炭化物を面的に含む
8.にぶい黄橙色 (10YR6/3)灰が詰まる
9.暗褐色 (5YR3/4)硬 く焼けた火床
10.被熱部分
11.掘方

o     (1:30)     lm

ｏ
．３
∞
　
ｍ

A/

く
|

SB5341

く
|

埋甕 1.や や明るい
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5層上面

1.暗赤褐色 (5YR3/6)
しまり強く硬い火床
2.黒褐色 (7.5YR3/2)
被熱部分
3.にぶい黄褐色 (7.5
YR5/4)灰 80%に 焼土
混入(焼骨小片2%
4.灰黄褐色 (10YR5/2)
φ5rnm～ lcmの焼骨 1%。

炭化物10%
5.暗褐色 (10YR3/3)
φ2～5cmの 炭化物30
%。 φ5mm～ lcmの焼
±10%

1判IW郎フ

七L13

7層上面火床 :A― A′

1.暗赤褐色 (5YR3/6)

しまり強 く、硬い火床

2.黒褐色 (7.5YR3/2)

被熱部分
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SB5342

端 PH

礁 P爵
SB5342

1.褐色 (10YR4/4)粘性、砂質土。焼土微量混入。炭プロック散在
2.暗褐色 (10YR3/3)粘性土。1層±30%、 炭散在
P10P2 暗褐色 (10YR3/3)粘性±。炭粒子混入
P30P5。 P60P8 暗褐色 (10YR3/4)粘性土。炭微量
P4・ P7 にぶい黄褐色 (10YR4/3)粘性土。炭微量

SB5342 炉

ml

SB5342 炉

1。 暗褐色 (10YR3/4)粘
性土。φ5mmの炭プロック
混入

2.暗褐色 (10YR3/4)粘
性土。焼± 0炭の小プロ

ック全面混入

3.灰層。焼土プロック混入
4.被熱部分
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SB5343 炉
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(1:30) lm

SB5343

1.暗褐色 (10YR3/3)し まりの弱い粘性土。多量の炭の
ブロック、微量の焼土プロック混入

2.にぶい黄褐色～褐灰色 (10YR4/3～ 10YR4/1)粘 性
土。XⅡ-3層 に近い。炭の微粒子微量、粘性土のプロッ
ク混入

SB5343 埋甕

1.に ぶい黄褐色 (10YR4/3)粘性土。微量の炭混入

SB5343 炉

1.暗褐色～灰黄褐色 (10YR3/4～10YR5/2)粘 性土。
上部を中心に炭のブロック混入
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4824   435 3b43
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SB5344

SB5344 埋土中出土遺物

鵡 I"

SB5344 埋甕
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SB5344・ 埋甕

1.暗褐色 (10YR3/3)砂～シル ト

2.黒褐色 (10YR3/2)炭少量含む

埋甕底部に植物遺体
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∞
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SB5344 炉

SB5344 炉

1.赤褐色 (一 )焼土プロック、炭化物含む
2.灰白色 (一)灰堆積層
3.赤褐色 (―)地山被熱部。火床

0     (1:30)     lm
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Fll  l.暗 褐色～にぶい黄橙色 (10YR3/3
～10YR6/4)シ ル ト。炭化物少量含む

SB5346 炉
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SB5346 炉
1.赤褐色 (― )
2.灰白色 (― )
3.赤褐色 (― )
4.暗褐色 (一 )
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梶、CЪ
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蓋石除去
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4.黒色 (一)炭化物粒を多量混入
5。 にぶい黄褐色炭化物粒を多量混入
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1.に ぶい黄褐色 (10YR5/4)

焼土プロック混入

2.にぶい黄褐色 (10YR5/4)

焼土、炭化物粒微量

3.火床
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SB5350 埋甕
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1.に ぶい黄褐色 (10YR4/3)

しまりあり。炭化物3%含む

七。r

|ヽ

SB5350           V′

1.黒褐色 (10YR3/2)砂質性の土。焼土、炭ブロ
ック散在。暗褐色 (10YR3/4)の砂質土プロック
混入

上気ヽ堕pに糧野γノ品漕り 、ち鍵♂
3.褐色 (10YR4/4)粘性をもつやや砂質土。 10Y
R5/3粘 性土プロック混入。 炭・ 焼土のブロック
混入。XH-3層 と酷似
4。 一
5.にぶい黄褐色 (10YR4/3)焼±3%、 炭化物 10
%
6.にぶい黄橙色 (10YR7/2)灰層。506層 の層理
面に炭化物含
7.にぶい赤褐色 (5YR4/4)硬 くしまった火床
8.褐色 (10YR4/4)被熱部分
9.暗褐色 (10YR3/4)し まりかなり強。褐色 (10
YR4/6)の砂プロック10%。 貼床

0     (1:60)    2m
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1.暗褐色 (10YR3/4)粘性土中に褐色 (10YR4/4)
の粘性強い土のブロック混入。炭ブロック混入、底
部に焼骨片混入
2.灰層
3 火床
4.縁石の掘方
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SB5350床下、 SK5790人 骨付
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外周 トレンチ

SB5351

1.褐色 (7.5YR4/3)シ ル ト。炭化物2%、 焼土片
少々、焼骨片もみられる

2.黒褐色 (7.5YR2/2)粘 性高い。大粒の炭片多
量に含まれる

3.褐色 (75YR4/4)シ ル ト。小粒の炭片1%、 焼
骨片、植物痕あり
4.褐色 (7.5YR4/4)シ ル ト。炭化物1%
5。 暗褐色 (7.5YR3/3)シ ル ト。炭化物1%
6.褐色 (7.5YR4/3)シ ル ト。炭化物1%
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1.SB5351 7層 に同じ

2.SB5351 4層に同 じ
。埋甕1内  SB5351 6層に類似するが粘性低い
。埋甕2内 埋甕1内 に同 じ
0埋甕3内  SB5351 7層に類似するが粘性高い
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SB5351 1～ 3層

|ヽ |ヽ

図版97

色 (2.5YR4/2)

くしまり強

A351.2
SB5352 炉
1.灰白色 (10YR7/

71幻器3焼髯陸
炭化物含
2.暗赤褐色 (5YR3
/6)か なり硬 く焼け
た火床
3.極暗赤褐色 (5YR
2/4)被熱部分

ml

SB5352

1.褐色 (10YR4/4)φ l～ 2mmの炭化物1%含む。

XII-2層検出竪穴建物跡個別図 42(屋代遺跡群⑤ b区)
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SB5353・ 炉

1.黒褐色 (10YR3/1)焼土粒、焼骨、炭化

夕 量信金 (Ю YR3/1)帰 、靴 馳 担
混入
3。 赤褐色 (5YR4/6)火 床

A351.6

SB6701 炉イ

3。 赤褐色 (5YR4/6)火 床
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鴇長と呈夢誓

'メ

l鍵筑球r里源温指ぉり良。
2.褐色 (10YR4/4)粘性有、 しまり良。黒色炭3
～5%
3.褐色 (10YR4/4)粘性有、 しまり良。赤褐色
(5YR4/6)焼±7～ 10%

5'  番牒 離 が 極 狩 讐 赳

6ぁ

掘昇
00YRグの 粘性有、 しまり良。嫌 石

SB6701
1.褐色 (10YR4/4)粘性、 しまりあ り、 XH-2
層。炭方2～3%、 骨片

任纏どり曹9'119P5/→ 粘性、しまりあり、

ちこり類似、黄橙色ブ
いソ′5～7%。 Ⅲ-38

告RF褥姿銚 マ鍵亀織 ック5%
615層に類似し、砂ブロック1～2%含む
7 3層 に同じ

糧 貯
1`躙 絆 逸檀「 しま痣ar‰ 塩

10.褐色 (10YR4/4)にぶい黄橙色ブロック5%
11.褐色 (10YR4/4)に ぶい黄橙色ブロック1%
12.褐灰色 (10YR4/1)粘性、しまり良
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い

A352,0

SB6702
1.オ リープ褐色 (2.5Y4/3)粘 質シル ト、 しまり良。暗灰質プロック15%
2.にぶい黄褐色 (10YR4/5)粘質シル ト。暗黄褐色プロック7%
3。 暗褐色 (10YR3/3)粘質シル ト。にぶい黄褐色プロック15～25%、 炭化物1%以下
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SB6703 1層

G351.6 σ

SB6702 炉

SB6702 1層

SB6703
1.オ リーブ褐色 (2.5YR4/3)粘 質シル ト
SB6702の 1層 と酷似
SB6703 炉
1.暗灰黄色 (2.5Y4/2)粘 質シル ト、
しまり良。灰化物 10%、 骨粉1%以下
2.に ぶい赤褐色焼土 (5YR4/4) SB6703
粘性有、 しまり良。炭化物5%、 火床
3.黒色 (N2/0)粘性有、炭化物層
4.暗 オリープ褐色 (2.5Y3/3)シ ル ト、
粘性有、 しまり良。炭化物1%以下
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SB6702 炉
1.暗灰褐色 (2.5Y4/2)粘 質シルト、しまり良。焼土含。
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1.に ぶい黄褐色 (10YR4/3)

粘質シル ト、 しまり良。炭化

物1%以下
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SB9001

tQr 
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tQЮ

ｍヽｍヽ 士S17
SB9001

1.に ぶい黄褐色 (10YR4/3)粘性あり。炭化
物微量
2.黒褐色 (10YR3/2)粘性あり。炭化物多量、
骨片
3.暗褐色 (10YR3/3)やや砂質土。炭化物、
骨片含む
4.灰黄褐色 (10YR4/2)やや砂質土。炭化物、
骨片少量
5。 灰黄褐色 (10YR4/2)4層に同 じ。下面が
貼床
6.灰 オリーブ色 (5YR4/2)炭 化物
7.灰 白色 (10YR7/1)灰層。骨片、炭化物含
む
8。 黒褐色 (10YR2/2)焼土プロック混入
9。 オリーブ褐色 (2.5Y4/3)炭 化物、骨含む
10.オ リーブ褐色 (5Y4/3)上 層に炭化物粒多量
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SB9001 炉

1.オ リーブ褐色 (2.5Y4/3)粘質土
2.オ リーブ褐色 (2.5Y4/3)灰混入

3.オ リープ褐色 (2.5Y4/3)1層 に同じ
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1.暗褐色 (10YR3/3)粘性あり。炭化物、骨片あり

2.暗褐色 (10YR3/4)やや砂質。炭化物多 し

3.褐色 (10YR4/4)や や砂質。炭化物微量

4。 オリーブ灰色 (10YR4/2)全体に炭化物粒散在

5.暗 オリーブ色 (5Y4/3)火 床。中央上部に灰。焼土粒、炭化物、骨片

6.オ リーブ褐色 (2.5Y4/6)炭 化物混入

7.オ リーブ褐色 (2.5Y4/6)炭 化物6層より多い

8.オ リーブ黒色 (5Y3/2)炭 化物、骨片
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:6.暗 オリーブ色 (7.5Y4/3)焼 土粒・炭化粒

ほとんどなし
7.灰白色 (7.5Y7/1)灰 層。焼土粒含む
8.火床

SB9003
1.黒褐色 (10YR3/2)粘質。炭化
物、骨片多い

2.にぶい黄褐色 (10YR4/3)やや
砂質。炭化物混入
3.暗褐色 (10YR3/3)粘質。炭化
物、骨片多い

4.にぶい暗褐色 (10YR5/3)粘質
5。 にぶい黄褐色 (10YR5/3)粘質。
炭化物、骨片が混入する床面構築
土
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SB9004

1.黒褐色 (10YR3/2)粘質土。炭化物多量

2.黒褐色 (10YR3/2)炭化粒含有
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|ヽ

粘質土。少量の炭化物含む

粘質土。炭化物多量、灰含む

XII-3層に類似。炭化物

く
|
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SB9006

1.暗オリープ色 (5Y4/4)シ ル ト状。 全体に炭化粒
散在、微量の黄色の風化礫含有。XII-3層 に類似
2.暗オリーブ色 (7.5Y4/3)褐 色を帯びる。風化礫
散在。XII-3層 に類似
3.掘方
4.オ リーブ黒色 (5Y3/2)XlI-3層 に類似。上部 に

礫、下部炭
5。 暗オリーブ色 (5Y4/3)上 部に炭化物

SB9006 炉

m

SB9006 炉

1.灰オリーブ色 (5Y5/3)埋 ± 1層に類似するが礫

は含まない

2.オ リーブ黒色 (10Y3/1)シ ルト。上位に骨片散

在

3 暗緑灰色 (10GY4/1)灰層。全体に炭化粒散在
4.火床
5,掘方
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掘立柱建物跡 (ST)

S丁 5101
いヽ
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|° 。
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ST5101

1.黒褐色 (10YR3/2)粘

性高い。焼±30%、 黒色

土中に炭化物含む

2.褐色 (10YR4/4)よ く

焼けた焼土がちらばり、

巨大焼土片含む

3.褐色 (10YR4/4)XⅡ
-3層 に類似。10YR3/3の

ブロック10%含 む
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A351.9 A/ D351.9

1.黒褐色 (10YR2/3)焼 ±20%、
炭20%。 骨片含む
2.暗褐色 (10YR3/3)XII-3層 ブロ

イ ぶ者讐褐色 mYR4/3D糀
高い。 炭化物10%

G351。 9    G/

1決

臆場争」辞瑠層夕Lサツ扁城。
2.暗褐色 (10YR3/3)1層 に10YR

τ爾普で協 10%貪視
3.XII-3層に炭化物20%含 む。ぬき
とり痕か ?

F351,9 Ⅳ
一

1.黒褐色 (10YR3/2)炭化物5%
2.黒褐色 (10YR3/2)炭化物含む
3.黒褐色 (10YR3/2)粘性高い。
炭化物含む。柱痕か
4.褐色 (10YR4/4)XII-3層 に類
似

H′~ 1.黒
褐色 (10YR2/3)

XII-2層 に巨大炭化物
が集中している層。
巨大炭化物20%、 XH
-3層 プロックlo%
2.暗褐色 (10YR3/3)
10YR4/2の ブロック
10%、 炭化物10%

ｙ
一

B351.9

(1:60)

)
9

≒

H351.9

ST5101内一括4・ 16・ 23

ヾ

″
一 Ｑ

Ⅵ
ＩＩ
ＩＩ
〃

７

一

ヾ

|

ふし
―括23

もず
4

o    (1:40)   lm

◎
Ｗ

４

XII-2層 検出掘立柱建物跡個別図 1(屋代遺跡群⑤ b区)



月

――

‐―

＝

」
‐―

〃

９

ぎ

マ

劇
５

翻

愧

葬L＼
|_ごし イゝ%)ヰ四が

図版 105

S丁 5102

D351.8

1 暗褐色 (10YR3/3)
炭化物20%

E351.8  E′~~    1~

1.黒褐色 (10YR3/2)粘
性高い。炭化物30%
2.暗褐色 (10YR3/4)X
II-3層 のプロック5%含む。

F351.8

1.暗褐色 (10YR
3/3)し まり・
粘性高い

K′     L351.8・  L′

G351,8

1.褐色 (10YR4/6)粘性あま
りなし

2.黒褐色 (10YR2/2)炭化物
20%
3.暗褐色 (10YR3/3)し まり
0粘性あり
4.黒褐色 (10YR3/2)炭化物
10%

Ъ
I

H351.8 ｒ
一

1.暗褐色 (10YR3/3)
しまり・粘性あり

M351.8  M′

1.暗褐色 (10YR
3/4)P9の 1層
に同じ。炭化物
10%

1351.8 1′

蒻
1.―

N351.8      N′

1.暗褐色 (10YR3/3)
炭化物30%
2.暗褐色 (10YR3/4)
しまり強い。XH-3層
ブロック10%
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1.黒褐色 (10YR3/2)P2
の 1層 に同 じ。焼骨の細片
含む。最 も黒色に土壌化 し

たところ
2.暗褐色 (10YR3/4)炭
化物10%

炭化物5%
」′    K351.8

蒻
暗褐色 (10YR3/3)
暗褐色 (10YR3/3)
暗褐色 (10YR3/3)

1.暗褐色 (10YR3/4)炭化物10%

粘性高い。炭化物30%
1層 にXII-3層 プロック混入

粘性プロック、炭化物混入 0 (1:60) 2m
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1.に ぶい黄褐色 (10YR
4/3)粘 性高い。炭化物
20%

1.暗褐色 (10YR3/3)
焼±5%、 炭化物30%
2.暗褐色 (10YR3/4)
しまりあり。粘性あま

りなし
3.暗褐色 (10YR3/3)
炭化物3%

1.褐色 (10YR4/4)炭
化物10%
2.暗褐色 (10YR3/3)
炭化物5%
3.暗褐色 (10YR3/3)
4.―
5.―

1.褐色 (10YR4/4)
XII-3層 にきわめて
近いピ
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XII-2層検出掘立柱建物跡個別図 4(屋代遺跡群⑤ b区 )

0     (1:60)     2m



ヘ

図版 108

S丁 5104

∞
．一
Ю
∞

∞
。一Ю
∞

ヽ
Ｒ
Ｓ
ギ
Ⅸ

。
Ю
⊃
嘔

幽
∞

占
Ｈ
Ｘ

３
ヽ
“
´
８
）
Ｊ
駆
型

．Ｈ

〓ヽ

ざ

Ⅸ

‐―
―

。日
　
　
　
　
占
ＨＸ

櫻【
ヽ
〇

　

∞
。お
∞

〇

わ
佃
×
８
尽

。
わ
佃
Ｎ
∞
ヽ
、
日
ヽ
四
∞

↑
お
“
＞
８
）
Ｊ
駆
智

．Ｈ

』ヽ
　
　
　
　
∞
．高
∞
　
』

ｆ
邸
ぷ
躙

導

銑憮「
が絆
硼ヽ
Ｌ
ご
器
？
だ
が

は０」
卜
」

国ヽ
　
　
∞
．ぶ
∞

国

わ
佃
×
８

ヽ
、
日
ヽ
「
早
く
寸

“
＞
ｏ
Ｈ
３
ヽ
“
＞
８
）
Ｊ
駆
畔

．Ｈ

ヽ
日
ぶ
ざ
Ⅸ

。３

肛
週
撃ヽ

（ミ
∞
麟
´
８
）
Ｊ
駆
留

．Ｈ

〓ヽ

∞
。お
∞
〓

―

　
。Ｈ

hl

∞
．踊
∞
∩

＼
∞
尽

ギ
Ⅸ

（ミ
∞
“
´
８
）
Ｊ
駆
留

．Ｈ

Ｏヽ

　

∞
．ぶ
∞
　
Ｏ

Ｉ

。日

LI
/乱⑦  /くヽ

|

ン°生  笙OP4‐

O一

ン P31 Pl
≪

饉

邊 堡 1

lQ

ヽ
０
　

∞
．
一
Ю
∞
　
０
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

ヽ
ｍ

　

∞
．
一
Ю
∞

ｍ

Ｘ

ち

』ヽ

　

∞
。こ
∞
』

Ｄ
Ｅ
せ
幽
【
Ｏ
Ｈ

↑
お
饂
”
８
）
Ｊ
駆
留

．Ｈ

国ヽ
　
　
∞
。３
∞
国

×
８
Ｓ
ギ

↑
お
∝
＞
８
）
Ｊ
駆
智

．Ｈ

堡

レぐヽl
0

ヘ

心

Ｐ９

Ｖ
ひ
〆
も

kl

∞
．一
Ю
∞

く
|

ド

ｔ

わ
|

HI

尽
Ｊ
）
Ⅸ

言

３

　

Ｈ

∩ヽ
　
∞
．一Ю
∞
∩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ
０

∞
．一Ю
∞
０

わ
佃
Ｒ
Ｐ
引
撃

。ポ
引
撃

。ヨ
郷

旧
引
興
Ｔ
ＨＨＸ

↑
ヽ
“
＞
８
）
Ｊ
駆

．】

シ お
１

ぶ;
HI国 い

|

∞
．
Б

∞

ｍ∞
．ぶ
∞
く

♀詳
全0‐

:::・ :・ :・ |::。:SF5124

m

XII-2層検出掘立柱建物跡個別図 5(屋代遺跡群⑤b区 )



図版 109

兆
≪

た
バ
必

邊

ヽ

３
お
“
＞
８
）
Ｊ
駆
型

．Ｈ

ｋ
一　
　
　
ｏ
．〓
∞
】

さ
野
せ
Φ
』

。×
８

ヽ
、
日
ヽ
「
禦

貧
ヽ
出
´
８
）
Ｊ
駆
畔

．Ｈ

⊃
匝
せ
興
Ｈ
〇
一
Ｌ

Ｔ
お
“
”
８
）
Ｊ
駆
留

．Ｈ

Ｈ

ヽ

　

　

０
．〓
∞

「

ゝ
∞尽
ざ
心

（ミ
∞“
ン
８
）
Ｊ
駆
型

瞑
ヽ
国

　

０
．〓
∞

国

よ
％

×
８
尽
コ
ヽ
選

３
お
“
＞
８
）
Ｊ
駆
畔

．Ｈ

×
８

ヽ
、
日
ヽ
「
認

　

　

×
８
Ｓ
ギ
忠

３
ヽ
∝
”
８
）
劇
駆
畔

．Ｈ

′ゝ

∞
ヽ
、
日
ヽ
四
Ｔ
ＨＨＸ

Ｏ
お
麟
＞
８
）
劇
駆
理

．Ｈ

S丁 5105

O、
|

H」 【ヽヾヾ劃

〇

‐ Ｐ２

多
０
．
一
Ю
∞

』

プ
一D

ハ
|

S丁5105内 一括61062063

０
．３
∞
∩

頷【
〓ヽ

　
　
　

ｏ
．３
∞

〓

ンal

０
．ぶ
∞

く
ニ

―

ざ
ダ́

０
．お
∞
口

|

◎4
口
I P6

|

十Ot
P5Σ

I

ξ

0
m

【

ヽ
Ｈ
　

　

Ｏ
．一
Ю
∞

Ｈ

＼
曰
ぷ
ざ
Ⅸ

（ミ
∞
麟
＞
８
）
Ｊ
駆
留

ヽ
Ｏ

【

ヽ
Ｏ
　
　
　
　
　
ｏ
．
｝
Ю
∞

０

ｏ
．お
∞

０

ｍヽ
　
　
ｏ
．３
∞
ｍ

×
８
士
Ｌ

。
わ
佃
＼
軍

ヽ
、
日
ヽ
「
ポ

↑
お
麟
´
８
）
Ｊ
駆
智

．Ｈ

ミ
|

０

７

●

Ｊ

ｓ
ｏ

XII-2層検出掘立柱建物跡個別図 6(屋代遺跡群⑤ b区)



図版 110

S丁 5107

ホ
ヽ
ハ
ム
肛
武

C 351.8   C′

猾

1.灰黄褐色 (10YR5/2)粘
土質 シル ト。測 I-2層下部

のおちこみとみられる。焼

土片・炭化物混入

H351,8     H′

1.暗褐色 (10YR3/4)し
まり強い。炭化物含む

1.Plの 1層 に同 じ

1 351.8        1′

1.黒褐色 (10YR2/3)粘 性高い。

炭化物10%
2.黒褐色 (10YR2/3)焼±1%、

JI P10

E351.8

1.褐灰色 (10YR5/1)
XII-2層包含層。粘土質
シル ト。焼土片 0炭化物混入

2.黄灰色 (2.5Y5/1)～ 褐灰色
(10YR5/1)粘土質。炭化物
多量。柱痕

XII-3層 プロック5%、

炭化物30%

kl

F351.8 F′

1.P3の 2層に同じ

」 351.8    J′

G 351.8

1.黒褐色 (10YR2/2)粘性
ややあり、しまり強い。
炭化物10%

0           (1:60)

像
乖
区

（ｔ
∞
“
”
Ю
．じ

Ｊ
駆
智

。∞

（
ｓ
埒
坦
翠
Ｆ
Ｏ
Ⅸ
堅
）
Ｋ
Ｋ

。わ
佃
掏
区
希
―

。
３
韻

ｓ
悩
⊃

（く
∞
“
´
じ

Ｊ
駆
憔
雷

．∞

鞠
伽
×
８
引
撃

。
３
韻

０
悩
⊃

（ミ
∞
“
＞
冒
）
Ｊ
駆
理

．Ｈ

Ｄ
”
〓
Ｌ
∽
超
ト
ロ
Ｄ
卜
∽

く

√′

∞
．
゛
Ю
∞

日

∞
．一８

Ｋ

鉤

◎

綺

Ｖ

Ｐ‐‐

D351,8 ブ

熙
1.Plの 1層 に同じ

XII-2層検出掘立柱建物跡個別図 7(屋代遺跡群⑤ b区 )



S丁 5108

S丁 5113

|ヽ

|ヽ

ム
|

し
|

01

ヽ
|

tG08 資
|

く
|

六K・

図版 111

T◎ 〒ヽ 9=≧〒87 H褻

1

C X3σ

ヽ
国

　

∞
．
高

∞

国

＼
∞
Ｓ
ギ
Ⅸ

′×
８

ヽ
、
日
ヽ
四
Ｔ
目
Ｘ

３
お
“
´
８
）
Ｊ
駆
理

．Ｈ

∞
．｝Ю
∞

ｓ
掟
基
暉
Ｏ
Ｓ
埋

。押
経
嘲
０
女
ム

。３
韻
却
禦

Ｔ
お
“
＞
Ю
．卜
）
劇
理
型

．Ｈ

∞
．一Ю
∞

七F05

Q
に

|

∞
．
Б

∞

ｍ

製轟脚い切い「̈̈
』いＨ』』拠一̈い一り」̈　呵一
堡∞

．一Ю
∞E

Ｏ
Ｐ６

LI

9刈 |||卜 |||||||1区

SF5183

⑩
Ｐ４‐

六KЮ

ホ
ヽ
▲
上
回
承

XII-2層検出掘立柱建物跡個別図 8 (屋代遺跡群⑤ b区 )

0     (1:60)    2m



酬
さ
墨
ギ
Ⅸ

（―
）
Ｊ
鯉
留

く
嘔
Ｓ
ギ
侭

（―
）
Ｊ
駆
畔

ヨ

Ｊ
鯉
雷

。Ｈ痣【
ヽ
Ｚ

　

ｏ
．圏

∞

Ｚ

Ｊ
鯉
留

。Ｈ兆
ヽゝ
〔
　
〇
．製
Ю
∞
　
で
バ

ヽ
Ｌ

　

ｏ
．劇
Ю
∞
　
Ｌ

Ｍ
一◎

Ｐ３

エ

ヽ
Ｏ

　

　

ｏ
．Ｎ
Ю
∞

〇

ST5110

図版 112

ST5109 0 ST5110

七H“

ツ

℃
膿誠
∫

◎

ヽ

　

ｏ
．圏
∞

ロ

赳
‐

|>

。
Ю
３
）
０
悩
⊃

〉
邸

幽
Ｉ
畔
Ｏ
ｔ
Ⅸ

×
８
禦
‘
Ｓ
ギ
Ⅸ

′×
Ｈ興
引
黎

憚
経
嘲
さ
罫
引
ポ
O

ｏ
．圏
∞
】

ｏ
〓
”
卜
０

SK5595
十HЮ

A352.0 ″   B352,O  B′

ヒ
|

‐
錢

‐
，
火床

黒褐色

炭化物多量

混入尚
L

G 352.0[僧li:J″I種1り[多讐
聾畠攣寸謝撃鬱躁量

く
|

Q′

倒ど髪ゴニ
・
∵0,
・
1・

“

ロ

D352.O D′    ユ

1.黒褐色
(7.5YR一 )
焼土粒、炭
化物粒混入

H/

P7
1.黒褐
3/2)]色

(10

m 1含む
P6

…  瀞
促

:.P7]2.暗褐
3/3)]色

(10

Q352
炭化尻
～シノyR

I.0

1少量 
レド
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1

二
」ml

J0

象膨

f.暗褐色 (10YR3/4)粘 性土。少量の

2零繕僣告で品ヾご′お粘性土。しまり

XII-2層検出遺物集中個別図



図版 137

鶉 '16

SQ5541

レ
／
い
　
場

6ど ｀

『＼Qヽ

υヽ

θ

ハ
”
ο

伽 0

Oθ

0

闊
‐

SQ7001

ヽ
|

暗褐色 (10YR3/4)粘
性あり、 しまり弱。炭微

量
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く11.

1

o      (1:30)     lm

♪

鳴
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A/

1.褐灰色～灰黄褐色
(10YR5/1～ 5/2)
粘性わずか、 しまりあ

り。畑-2層 よ りも
わずかにやわらかい。
鉄分多く炭化物少量

0    (1:40)   lm

XII-2層検出遺物集中個別図 4(屋代遺跡群⑤ b・ ⑥ a区 )
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石集中 (SH)

SH5101

SH51

A

A 352.0

不明遺構 (SX)

SX 5502

tL08

・b毬二
0融

士L09

頷
縣

頷

磋

SH 5101 埋土

1.暗褐色 (10YR3/4)粘 性を帯
びた砂質性の土。炭プロック少
量混入。基本土層畑-1層 に
対応すると思われる

寸
．Ｎ
哺
∞

ｍ

SH5103 埋土

1.暗褐色 (10YR3/3)粘 性中、 しまり有。炭
化物30%、 焼土粒3%。 畑-3層 と同じ黄色ブ
ロック10%、 灰黄褐色 (10YR5/2)の粘土ブ
ロック3%

鵠4濾ν司

恣y
劇
．圏
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く

SX5502

1.暗褐色 (10YR3/3)し まり。粘
性あり。炭化物30%

0     (1:60)    2m

不明遺構個別図 1(屋代遺跡群⑤b区 )
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XII-2層検出石集中
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④b区

予
④b

゛

日 本調査範囲

E亜]調 査員若干名による平面精査範囲

匿藝藝 重機による掘削、断面観察範
囲

o  (1:2000)  50m

目
は
目
∝
　

　

　

　

餌

XII-1層調査地区設定図 (更埴条里遺跡 I区～屋代遺跡群⑥区)



図版 140

④

舞 Cコ

巫

飩

目
的
目
飩

霙f

④b区

予
④b区

檬

□
□

昌

本調査範囲

調査区内を部分的に平面精査 (調査境界線は未記入)

重機による掘削、断面観察範囲

0   (1:2000)  50m

XI層調査地区設定図 (更埴条里遺跡H区～屋代遺跡群⑥区)
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靡

調査区内を部分的に平面精査 (調査境界線は未記入)

重機による掘削、断面観察範囲

Ⅱa
※S

Ⅱb

o   (1:2000)  50m

査地区設定図 (更埴条里遺跡H区～屋代遺跡群⑥区)
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測I-1層検出遺構分布図 1(屋代遺跡群④ g～⑥区)
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X層検出遺構分布図 1(更埴条里遺跡」区)
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割付図凡例 (図版145)

基本的には本編共通の凡例に従う

縮尺  平面図 1:120
(個別図に掲載した遺構の断面図は掲載

していない)

3.遺構内数値 眼高353.00mで の床面あるいは底
面のレベル読値 (cm)

例>115は標高351.85mを 示す。

測I-1層集落遺構割付図 1(屋代遺跡群⑤a～⑥a区 )
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XⅡ -1層検出遺構・屋代遺跡群 SK5505‐―‐2

A352.0

SK4786

1.灰黄褐色～褐灰色 (10YR4/2)
畑-la層 で、微細な炭化物、

焼土粒含む

SF4803

SK5505‐-2

1.暗褐色 (10YR3/4)粘性あり。炭・焼土多
2。 灰黄褐色 (10YR4/2)粘土質プロック
3.畑-1層土で、炭・焼土微量

焼土跡 (SF)sF4802

A352.6

SF4802

1。 褐色 (10YR4/4)シ ル ト。

土粒含む

ミ
|

く
|

七H20

tK06

V SF4804

ＳＦ７０
④

tT盤

SF7002

1.暗褐色 (10YR3ン3)シ ル ト。焼土、炭

化物粒混入

2。 赤褐色 (5YR4/6)焼土、炭化物粒微量
3.灰褐色 (10YR4/2)Ⅲ-lb層 シル トに、

焼土・炭化物粒少量

SF4806

A/ 1。 褐色 (10YR4/4)シル

ト、粘性あり。骨片、炭

化物粒を含む

SF7003

1。 暗褐色 (5YR4/3)
2.暗褐色 (10YR4/3)1層 より灰黒色。
炭化物粒は微量

3.暗赤褐色 (5YR4/2)焼土、炭化物粒
多量

o  SF(1 :40)    m

o    SK(1:60) 2m
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1.褐色 (10YR4/4)～赤褐色シル ト。
る火床

2..1層 よりも焼土少ない

SF7001

粘性あ

鵡D03

入

図 1(XII-1層屋代遺跡群④ d

1.褐色 (10YR4/4)粘 性あり。焼土、炭
化物多い

2.1層と同様。ただし、炭化物少なく、

寺A03土
なし

端 R02

A352.4

g・ ⑤bO⑥ a区土坑・焼土跡)

SF4806

XII-1
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SF7004 SF7005

+A"

A352.2

SF7004

1.暗赤褐色 (5YR4/3)焼土主体。 炭化物粒混入
2.褐灰色 (10YR4/2)炭化物粒微量
3。 褐灰色 (10YR4/2)焼土粒多量、炭化物粒微量

XI層検出遺構・更埴条里遺跡
土坑 (SK)

SK1011

マ
A353.5

1。

―

X層検出遺構・更埴条里遺跡
土坑 (SK)

SK9905

A354.0

SF7006

1.暗赤褐色 (5YR4/3)ア ズキ色焼土と

焼土粒多量

焼土跡 (SF)
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生
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1。

―2.火床
3.被熱部分

SK9905

1.淡黄色～にぶい黄橙色
(2.5Y8/3～ 10YR7/2)粘土質シ
ル ト焼土プロック含む

2.淡黄色 (2.5Y8/3)粘土質 シル
ト

3.灰黄褐色 (10YR6/2)粘土質シ
ル ト。炭化物、焼土 プロック含む

4・ 灰黄褐色 (10YR6/2)粒土質シ
ル ト。焼土プロック多い

5。 灰黄褐色 (10YR6/2)焼土プロ
ック、炭化物含む

6。 にぶい黄橙色 (10YR7/2)シル
ト

7.―
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1.褐灰色 (10YR4/2)畑-1層 に炭化物粒多量に混入。 焼土は微量
2。 にぶい黄褐色 (10YR4/3)炭化物微量

3.褐灰色 (10YR4/2)1層 に類似

SF10

tK07

屋代遺跡群
土坑 (SK)
SKl122

２４
④

バ
一tMO計

A 353.0

SKl122

1・ 褐色 (10YR4/4)粘性弱、しまり
あり。炭化物、焼土粒を微量含む

A352.6 ″     SKl130

SKl129

1。 焼土プロック

2.にぶい黄褐色 (10YR4/3)し まりあり、

粘性弱。炭化物、焼土を少量含む)

1。 にぶい黄褐色 (10YR4/3)
しまりあり、 粘性弱。炭化物、
焼土粒微量

A353.2

SK4785

1・ 褐色 (10YR4/4)シ ルト。炭化物、焼土粒

を少量含む

O    SK(1:60) 2m

畑 -1層～X層検出遺構個別図 2 αⅡ-1層屋代遺跡群⑥ a区焼土跡、XI層更埴
盆墨ξ
tt」 区土坑・燈 跡、X

層更埴条里遺跡K区 0屋代遺跡群② i・ ④ d区土|
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SK4784

屋代遺跡群
焼土跡 (SF)
SF4504

更埴条里遺跡
焼土跡 (SF)
SF1020
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1.褐色 (7.5YR4/3)炭 化物

含む。火床

2.黒褐色 (10YR2/2)
被熱部分

ＳＦ８０
④

SF1 021

1。 暗赤褐色 (5YR3/3)細粒

砂、火床

2.黒褐色 (7.5YR2/2)被 熱
3.暗褐色 (10YR3/3)

シ

SK4784

1.褐色 (10YR4/4)炭化物少量含む
2.1層 よりやや暗い。炭化物多い
3.1、 2層 より砂質強い。炭化物少量

更埴条里遺跡
遺物集中地点 (SQ)
SQ1009

④

SF4504

1.褐色 (10YR4/4)～暗褐色。シル ト、焼土プロック多量
2.1層と類似、炭化物、焼土粒少量

測卜 1～ X層検出遺構個別図 3粽
ず鑽ヴ蒻曇璧簗FF馬詰ぎ壇麒

里遺跡」区 0

SF8003

1.赤褐色 (5YR4/6)焼土

珠 N031「
憂録畳

(10YR4/2)焼

1.灰黄褐色 (10YR4/2)焼土、炭化

物少量

2.赤褐色 (5YR4/6)火床
3.灰黄褐色 (10YR4/2)焼土、炭化

留品 tH06

O TSQ(1:80)___2m

o  SF(1:40)  lm
O    SK(1:60)     2m

屋代遺跡群④ f・ ⑥ b区焼土
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十Pl

目
①g区

■ul

E三]本調査範囲

E憂]調査員若干名による平面精査範囲

E=]調 査区内を部分的
に平面精査 (調査境界線は未記

仝

塵襄詈
重機による掘削、断面観察範囲

o   (1:2000)   5`Om

Ⅸ層調査地区設定図 (更埴条里遺跡 I区～屋代遺跡群⑥区)
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Ⅸ層検出遺構分布図 1(更埴条里遺跡 I区)
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SKll10

SKll10

1.にぶい黄褐色 (10YR4/3)炭 微量混入
2.にぶい黄褐色 (10YR4/3)わ ずかに暗い
3。 暗褐色 (10YR3/4)粘 土。焼土、炭化物
片、暗赤褐色土、。明赤褐色粘土やにぶい黄
褐色粘土塊を含む
4.2層に類似
5。 にぶい黄褐色 (10YR4/3)
6.5層に同じ

図版 151

SKl109

の褐色粘土層
SKll15 SKll15
A,53.8⊥ ■.褐色 (7.5YR4/4)

七 7

嘩
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翌Ψ′⑨呻YR4/4p朗じり

蒻欲T′
焼
t「
混入

SKl109

1.

2.

3.

割付図凡例 (図版151
基本的には本編共通の凡例に従う

縮尺  平面図 1:120  断面図 1:120

遺構内数値 眼高355.00mで の床面あるいは底面のレベル読値 (cm)
例>140は標高353.60mを 示す。

Ⅸ層集落遺構割付図 1(屋代遺跡群② f区 )

0     (1:120)    4m
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Ⅸ層検出遺構 屋代遺跡群
土坑 (SK)
SKl121

④ +A能

更埴条里遺跡
焼土跡 (SF)
SF804

十Pr

A353.8
-  1

SKl121

1.灰黄褐色 (10YR4/2)粒子細かく、粘性弱い。

炭化物少量含む

屋代遺跡群
焼土跡 (SF)
SF5102

A353.8

SF804

1.炭化物、焼土プロック 5 mm程度の骨片

菰 PЮ

ン(2レ

A353.8

SF5102

1.暗褐色 (10YR3/3)粘質土。中央上部に炭が多量に混入

2.Ⅸ層中に炭ブロックが混入する

3.暗褐色 (10YR3/3)粘質土に焼土・灰が混入。 しまり弱い

4.Ⅸ層の焼土化 した火床

5。 Ⅸ層土に焼土・ 炭ブロック多量に混入

O SF(1:40)  lm

o   SK(1:60)1    2m

b区土坑 0焼土跡)Ⅸ層検出遺構個別図 1(更埴条里遺跡 I区焼土跡、屋代遺跡群② iO⑤



図版 153

Ⅸ層上面調査地区設定図 (更埴条里遺跡A～ K区 )

0~言二軍型寧生T」雲 m
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重機による掘削、断面観察範囲
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Ⅷ層調査地区設定図 1(更埴条里遺跡A～ K区 )
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Ⅷ層調査地区設定図 2(屋代遺跡群①～⑥区)(Ⅶ層を含む)
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Ⅸ層上面検出遺構分布図 1(更埴条里遺跡A区 )
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(更埴 遺跡A～ B区)Ⅸ層上面検出遺構分布図 2
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